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☆ 点　鐘　　市原RC会長　斉藤 榮志 ☆ ソング

☆ お客様
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我等の生業

元出光興産㈱ 千葉製油所副所長 青葉台さわやかﾈｯﾄﾜｰｸ 山田治男　様

　

次年度幹事　　長田会員

7月プログラムの報告、次年度は「地域社会貢献基金を実施します。

宜しくお願い致します。

次年度親睦委員長　箕輪会員

7月 25日　例会　　午後 6時より

「淡水」にて家族同伴夜例会並びに直前会長・幹事慰労会を開催いたし

ます。　ご出席お願い致します。

山田治男様　　　

「挨拶運動」

○○と○○　　西洋の心

○○の○○　　東洋の心

先生と生徒　　先生の生徒　　親と子　　親の子

「の」の精神を大切にして下さい

登下校時に「あいさつ運動」　元気なあいさつが聞こえるまちにと、

市原市青葉台地区で登下校時に通学路で児童生徒や通行人に挨拶を呼び

掛ける運動が平成 23年 10月 25日から行われています。呼びかけたの

は、同市立青葉台小学校を支えるボランティア組織「青葉台さわやかネッ

トワーク」（中戸幹郎理事長）と青葉台交通安全推進隊（渡辺公夫隊長）。

推進隊は児童生徒の登下校を見守っているが、このごろは子供たちから

挨拶が聞かれなくなっているという。挨拶が飛び交う明るい地域づくり

へ、今回の運動を発案した。｢大きな声で挨拶しましょう｣と書かれたのぼ

りを作製。登下校時に地区内に掲示し、児童生徒や通行人に呼び掛ける。

同小だけでなく、姉崎東中、姉崎高など地域の２校、公共施設、市役所

などにも掲示し、地域全体から市全体への波及も目指す。「児童の約７割

は挨拶をしない。家庭でしないケースが多いようだ」と分析したうえで、

「運動を市全体に発展させたい」と意欲を語った。青葉台小学校斉藤校長

も「素晴らしい運動。青葉台から市へ発信を」と話した。

斉藤会長・山本幹事　　

　　　　山田様　日々の挨拶運動有難うございます。

箕輪会員　　　　　　　

　　　　山田様　青葉台の子供たちへの挨拶運動有難うございます。

前々回92.85％　本日出席32名　欠席10名　本日出席率76.12％

青葉台さわやかﾈｯﾄﾜｰｸ

　市原中央高校インターアクトクラブでは、現在震災の被災地へ絵本を贈

ろうということで、現在学校中に呼びかけて家庭にある絵本を収集して

います。（被災地の学校や、保育園、病院の待合室などで使ってもらいた

いとのこと）現地でお手伝いをしてくれるインタークラブがあれば紹介し

てもらいたいとの申し出があり、地区の新世代奉仕委員長である津留会員

にも相談したところ、仙台育英高校のインターアクトクラブが活発に活動

をしているとことで、先日市原中央高校へ紹介をいたしました。学生同士

の交流にもなればと期

待しています。

 

今回挨拶無し


